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a
引

ー
凶

悪

事

年

金
白
源
院
、
河
一

寸

-一

ケ

i
h
j
h

一十
才
か
ら
受
け
は
じ
め
よ
う
と

-f

L
也
事
唖
Z
EF
一-
h
帽

一す
れ
ほ、

本
来
由
六
十
五
才
か
一

アd

冴

町
一、

説
日
河

一ら
白
老
令
年
金
白
額
白
六
割
程
一

す

胸

二

%

〓

幽

喜

一度
の
も
巴
と
な
る
見
込
み
で
す

J
'
F
q-
u鞠

一

以
上
回
二
点
の
改
正
巳
ょ
っ

，EFb事
意
A
白
書

一
て、

と
て
白、
六
十
五
才
ま
で
生

-fzd司い
が
い

vMj
陸

一き
ら
れ
な
い
、
ま
た
途
中
で
死

:
t
F
F
Eド
E
vaE

一亡
し
た
ら
か
け
摘
だ
と
云
う
園

町
民
申
皆
録
、
明
け
ま
し
て

一
航
れ
由
主
主
仕
事
足
温
わ
れ
て一
り
ま
す
が
、
事
量
針
商
量
実
現

一員
白
批
判
白
声
に
は
充
舟
応
え

御
目
出
度
う
御
座
い
ま
す
.
一
皆
様
の
御
期
待
に
添
え
な
か
っ
一
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
担
輪
一

拠
出
制
国
民
年
令
制
度
は
.
一族

{
死
亡
し
た
人
目
配
偶
者
、
こ
れ
は
‘

保
険
料
生
十
年
以
一ら
れ
る

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す

関
町
以
来
の
量
も
恵
ま
れ
た

一
た
事
と
は
存
じ
ま
す
が
、
今
直
一で
あ
り
ま
す
が
、
事
業
の
完
全
一法
律
巴
定
め
る
と
お
り
‘
予
定
一子
、
父
母
.
孫
、
盈
史
母
、
兄
一上
あ
る
い
は
二
十
五
年
以
上
納
一以
上
田
よ
う
に
‘
こ
り
制
度
E

唖
作
と
云
は
れ
ま
し
た
昭
和
三

一
共
響
力
家
L
-
E
も
早
〈
皆
穣
一消
化
と
、
明
る
い
町
づ
〈
り
に

一"とお
り
動
い

て
い
ま
す
が
‘
己

一弟
姉
抹
で
死
亡
当
時
生
計
を
同
一め
て
、
本
来
白
老
令
年
量
生
受
一対
す
る
専

gw伊
項
に
刷用
次
手
量

寸
五
年
生
活
り
、
益
々
増
産
量
一
の
禽
期
待
に
添
う
ベ
〈
、
新
L
一つ
い
て
思
員
二
同
と
共
に
研
究
一目
制
度
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
て
一
一
に
し
て
い
た
も
申
}
民
、
死
一け
る
資
格
が
つ
い
た
人
が
、
六
一加
え
富
民
自
生
活
の
安
定
量
1

慾
を
憶
や
さ
れ
て
新
年
を
迎
え
一
い
年
を
盟
主
ゐ
て
決
意
生
新
た
に

一努
力
し
・
町
勢
昌
明
展
に
尽
し
た
一
い
る
国
民
自
要
望
士
重
じ
‘
次
一亡
一
時
金
を
支
給
し
よ
う
と
す
一
十
五
才
匡
な
る
前
に
六
十
才
か
一
り
-
暦
完
全
な
も
の
と
す
る
自

ら
れ
た
事
を
必
か
ら
毎
続
い
宵
一
し
て
居
り
ま
す
.
一
い
と
存
じ
ま
す
・
何
卒
倍
旧
白

一
白
通
常
国
企
で
国
民
年
金
法
量
一る
も
の
で
す
.
こ
む
場
合
、
そ
一
ら
六
十
四
才
ま
で
白
聞
に
特
に
一
で
、
改
正
内
容
が
升
ら
な
い
か

し
上
げ
ま
す
.

一
昭
和
三
十
六
年
も
昨
年
同
樺
一
御
指
導
毎
回
世
誕
生
お
闘
い
申
L
一改
正
す
る
こ
と
に
定
ま
り
ま
し
一白
人
の
死
亡
に
よ
っ
て
‘

遺
児
一
希
望
す
る
と
き
は
‘
そ
由
時
か
一ら
届
出
を
見
合
せ
よ
う
と
い
号

私
も
就
任
以
来
五
ヶ
月
、
不
一各
種
事
業
計
画
が
山
積
し
て
居
一
上
げ
ま
す
・

一た
・
現
在
改
善
す
る
こ
と
が
緊
一年
金
な
り
軍
婦
年
金
が
支
給
き
一
ら
六
十
五
才
か
ら
白
本
来
白
老
一よ
う
な
恕
度
は
お
か

L
い
E
と

t
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l
l
-
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-
-
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l
i
-
-
-
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l
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l
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一急
と
さ
れ
、
ま
た
、
直
ち
に
改
一れ
る
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
が
一
令
年
金
に
か
え
て
、
一

定
阜
で
一に
な
り
ま
す
か
ら‘

町
民
ζ
ぞ

成

人

の

日

を

迎

え

て

一

一

薯
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
む
と
一そ
の
場
合
に
は
・
本
人
(
遺
族

τ署
さ
れ
た
年
金
を
受
け
は
じ
一っ
て
こ
の
制
度
量
理
解
し
て
事

‘
・

・

i

一
道
路
は
産
業
の
動
脈

τて
次
町
二
項
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

の
希
望
す
る
給
付
生
理
揮
す
一
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
一す
に
で
も
雪
国
年
壷
係
窓
口
重

責

任

わ

る

一

一す・

一る
こ
と
匹
な
る
と
思
わ
れ
ま

す

五

も

の

で

す

・

で

お

出

で
下
さ
り

-Z一

f

一除

雪

作

業

に

ど

協

力

を

一

一

-zcr‘納
め
た
保
一

選

奉

権

の

行

使

を

一

一

角
死
亡

-

時

金

制
度
目

一険
料
白
期
間
に
よ
っ
て
異
な
り
一

一

今
年
も
寒
い
耳
目
が
続
い
て
一
保
険
料
の
か
け
捨
て
生
機
う
一
-
定
の
年
数
毎
匹、

例
え
ぽ‘

一

新
有
権
者
の
皆
さ
ん
、
世
源
一
公
共
面
体
の
向
上
発
展
が
あ
る
一居
り
ま
す
が
、
官
は
冬
白
北
海
一国
民
自
気
持
は
、
予
想
し
て
い

一三
年
以
上
五
年
未
満
は
い
〈
ら
一

に
成
人
さ
れ
て
名
実
と
も
に
社
一
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
.

一道
は
鉄
道
だ
け
が
た
だ
一
つ
由
一た
よ
う
に
、

非
常
に
強
い
も
白

一五
年
以
上
十
年
未
満
は
い
く
ら
一

会
由
一
邑
と
し
て
出
発
さ
れ
ま
一
で
す
品

b
.
私
た
ち
が
政
治
」
交
通
轄
送
機
関
で
し
た
が
、

間同一で
、
こ
目
、
hu
配
は
制
度
立
案
白
一
と
定
額
と
定
め
ら
れ
、
そ
の
額
一

し
た
こ
と
を
也
か
ら
お
喜
び
嗣
一
巳
器
開
必
で
あ
っ
た
り
、
他
人
一
発
む
進
ん
で
来
た
現
在
、
道
路一
時
か
ら
予
恕
ほ
さ
れ
て
お
り
.
一は
被
保
険
者
自
訴
祭
費
に
役
立
一

L
上
げ
ま
す
・

一ご
と
と
考
え
た
り
し
て
い
い
か
一
は
各
で
も

E
と
同
じ
よ
う
に
、

一を
の
た
め
に
、
法
律
に
も
、
か

一つ
程
度
自
も
の
で
あ
り
、
保
険
一

皆
さ
ま
御
存
知
呂
と
お
り
、

一げ
ん
な
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
白
一ト
ラ

y
夕
、
オ
!
ト
宝
飾
事
な
一け
捨
て
が
い
や
だ
と
云
う
人
に

一料
主
納
め
て
約
は
し
な
い
と
い

一

日
広
国
民
で
清
二
十
手
に
圭
し
一
で
は
、
と
て
も
立
涯
危
政
市
は

一E
が
走
っ
て
産
業
自
発
達
と
私
一は
、
附
担
保
険
料
を
払
っ
て
も
一う
感
じ
が
十
分
に
得
心
出
来
る
一

ま
す
と
彊
挙
噌
生
噌
ち
.
国
金
十期
待
で
き
ま
せ
ん
.

一た
ち
の
生
活
を
さ
h

え
る
大
切
一ら
い
.
設
退
手
当
壷

〈
死
亡
一

一
こ
と

と

患

い

ま

す

。

十

議
員
を
ほ
じ
り
‘
市
町
村
民
や
一
皆
さ
ん
は
.
こ
れ
か
ら
実
社
一な
動
脈
と
な
っ

て
い
ま
す
.

一時
金

)
t支
払
お
う
と
考
え
ら
一

一

市
町
村
議
室
議
員
な

J
?
l
L
金
正
一
人
前
白
人
と
し
て
白
生
一

ま
た
火
茎
苫
豊
臣
除
雪
一れ
て
い
ま
し
た
・

一向
島
別
減
額
老
令
年
金

田
一

に
つ
く
人
た
ち
を
選
草
す
る
権
一
活
を
ふ
み
だ
す
こ
と
で
す
が
、
一白
よ
〈
な
い
箇
所
か
あ
り
ま
す
一

現
在
考
え
ら
れ
て

い
る
内
容
一

こ
れ
は
、

老
令
年
金
の
支
給
一

利
を
も
コ
こ
と
に
な
り
ま
す
.
一選
挙
の
重
要
事
生
よ
く
知
り
.
一と
大
変
困
り
、
火
災
説
場
に
週
一は
、
三
年
以
上
保
険
料

t
納
品
一開
始
心
年
令
が
六
十
五
才
が
お

選
任
苧
イ
山
国
阜
、
.
地
方
公
共
団
一新
し
〈
取
得
し

(四)
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